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 新型コロナウイルス感染症の流行が続いています。デイサービスでは、感染予防策とし

て、ご利用者様が使うテーブル席にパーテーション（仕切り板）を設置しました。 

 この板があることで、話したり、咳・くしゃみをしたりした時に、口から出る飛沫（つばなど）

が、向かい側に座っている人へ届きにくくなります。新型コロナウイルスの主な感染経路は

飛沫によるものと考えられており、飛沫を遮るパーテーションの設置は、感染予防に一定の

効果があるとされています。 

 ご利用者の皆様には、テレビが見えにくい、向かいの人と話しにくいなど、不自由な場面

もありますが、ご理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 一日も早く感染が収まり、気兼ねなく友人とのおしゃべりができますように！ 

 各テーブルに１つずつパーテーションを置きました 

 

 椅子に座ると、板が顔の位置より高くなります 

 

 フロアの雰囲気が少し変わりました 

 

 顔が見えないのは、ちょっとさみしいですね 

 

http://nigitatsu.saiseikai.or.jp/


 

 花粉症の人には、つらい季節が到来しました。テレビの報道によると、今年の愛媛県内の

花粉飛散量は、昨年に比べるとかなり多めになるだろうとのことですが、すでに症状が出て

困っている人もいるのではないでしょうか。花粉症はスギなどの花粉が体に入ることで発症

し、主な症状は目・鼻・のどの不調です。今回は「日常生活でできる花粉症対策」をお伝え

しますので、普段から気を付けていただくと、つらさが軽減できるかもしれません。 

（※発症を完全に防ぐことはできません。症状がひどい人は病院受診をしましょう） 

 

鼻の症状 ：くしゃみ・鼻水・鼻づまり 

眼の症状 ：目のかゆみ・涙・充血 

のどの症状：のどの痛み・咳・痰 

その他   ：皮膚のかゆみ・食欲減退・下痢・微熱 

外出するときには、マスクを着用し

て、鼻・のどへ入ってくる花粉の量を

減らしましょう。また、花粉から目を守

る道具として、花粉対策用のメガネ

（ゴーグル）が市販されています。 

今の時期に、テレビの天気予報を見

ると、翌日の花粉飛散量を予報して

いることがあります。花粉がたくさん

飛ぶと予想される日は、なるべく外出

を控える、もしくは短時間 

ですませるようにすると 

良いでしょう。 

外出時は服装に気を付けましょう。花

粉は毛織物など毛羽立った生地に付き

やすく、綿や化繊には付きにくい傾向が

あります。 

また、帰宅後は、すぐに洗顔とうがいを

して、花粉を洗い流してしまいましょう。 

鼻やのどの粘膜を健康な状態に保つ

ことが大切です。ストレス・睡眠不足・

お酒の飲みすぎなどは、粘膜に負担

をかける要因となります。 

●参考資料：厚生労働省ホームページ「花粉症特集」 


